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こ
ど
も
た
ち
の
日
常
の
安
全
な
生
活
領
域

　

卒
業
し
た
小
学
校
を
数
十
年
ぶ
り
に
訪
ね
た

と
き
、「
プ
ー
ル
や
小
学
校
の
校
庭
が
こ
ん
な

に
狭
か
っ
た
な
ん
て
…
」
と
、
驚
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
プ
ー
ル
や
校
舎
や
校
庭
が
ま

る
で
お
と
ぎ
話
に
出
て
く
る
箱
庭
の
よ
う
に
見

え
た
瞬
間
で
す
。

●

　

太
平
洋
戦
争
が
終
結
す
る
昭
和
20
年
を
挟
ん

だ
数
年
間
、
私
は
那
須
連
峰
が
遙
か
彼
方
に
見

え
る
あ
る
町
に
疎
開
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
宅
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
小
高
い
山
の
中

腹
に
セ
メ
ン
ト
工
場
の
気
味
悪
い
廃
屋
が
あ
り
、

そ
の
山
の
麓
に
は
渦
を
巻
い
て
流
れ
る
子
ど
も

が
近
寄
れ
な
い
危
険
な
川
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
川
か
ら
手
前
に
連
な
る
広
大
な
田
園
地

帯
を
横
切
る
田
ん
ぼ
を
埋
め
立
て
て
造
っ
た
砂

利
敷
の
旧
軍
用
道
路
が
あ
り
、
時
折
砂
ぼ
こ
り

を
巻
き
あ
げ
て
行
く
ト
ラ
ッ
ク
が
見
え
ま
し
た

が
、
小
学
校
の
低
学
年
だ
っ
た
私
は
そ
こ
ま
で

1
人
で
行
く
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
そ
れ
ら
の
場
所
は
私
の
日
常
の
安
全

な
生
活
領
域
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

遙
か
彼
方
に
そ
び
え
る
那
須
連
邦
の
よ
う

に
、
私
に
と
っ
て
遠
く
遠
く
感
じ
ら
れ
る
別
世

界
の
領
域
で
し
た
。
体
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
な

の
か
、
生
活
体
験
が
あ
ま
り
に
も
浅
い
時
期

だ
っ
た
か
ら
な
の
か
判
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今

思
う
と
、
子
ど
も
は
自
分
の
視
界
で
は
っ
き
り

認
識
で
き
る
範
囲
に
限
っ
て
、
本
能
的
に
安
全

な
領
域
と
す
る
ら
し
い
の
で
す
。
子
ど
も
は
遠

く
の
景
色
を
見
て
い
て
も
、
遠
く
を
決
し
て
安

全
な
場
所
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

●

　

そ
れ
に
似
た
体
験
を
描
い
て
い
る
小
説
が
あ

り
ま
す
。
芥
川
龍
之
介
の
初
期
の
作
品
、
短
編

小
説
「
ト
ロ
ッ
コ
」
で
す
。

　

８
歳
の
少
年
は
村
は
ず
れ
の
工
事
現
場
の
土

砂
運
搬
用
ト
ロ
ッ
コ
を
、
一
度
は
押
し
て
み
た

い
と
い
つ
も
願
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
の
夕

方
そ
の
願
い
が
と
う
と
う
叶
い
、
２
人
の
作
業

員
と
一
緒
に
ト
ロ
ッ
コ
を
押
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ト
ロ
ッ
コ
は
レ
ー
ル
の
上
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ

音
を
立
て
ゆ
っ
く
り
動
き
始
め
ま
し
た
。
や
が

て
上
り
坂
に
さ
し
か
か
る
と
３
人
は
力
一
杯
押

し
続
け
、
し
ば
ら
く
し
て
下
り
坂
に
な
る
と
ト

ロ
ッ
コ
に
飛
び
乗
り
、
谷
底
に
向
か
っ
て
勢
い

よ
く
下
り
ま
し
た
。
少
年
は
得
意
げ
に
な
り
、

「
い
つ
ま
で
も
押
し
て
い
て
い
い
？
」
と
作
業

員
に
尋
ね
ま
し
た
。
作
業
員
は
「
い
い
と
も
」

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
少
年
と
２
人
の
作
業

員
は
登
り
に
な
る
と
ト
ロ
ッ
コ
を
懸
命
に
押

し
、
下
り
に
な
る
と
ト
ロ
ッ
コ
に
飛
び
移
り
、

そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間

に
か
少
年
が
来
た
こ
と
も
な
い
深
い
山
あ
い
に

入
り
込
ん
で
い
た
の
で
し
た
。

　

岩
を
切
り
崩
し
た
よ
う
な
奇
妙
な
山
を
背

負
っ
て
夕
暮
れ
の
中
に
た
た
ず
む
一
軒
の
藁
屋

根
の
茶
店
が
あ
り
ま
し
た
。
作
業
員
た
ち
は
少

年
を
残
し
た
ま
ま
店
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
し
ば

ら
く
し
て
出
て
く
る
と
、
１
人
の
作
業
員
が
新

聞
紙
に
包
ん
だ
駄
菓
子
を
少
年
に
渡
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
突
然
、「
わ
れ
は
も
う
帰
ん

な
。
お
れ
た
ち
は
今
日
は
向
こ
う
泊
ま
り
だ
か

ら
」
と
い
う
の
で
す
。「
あ
ん
ま
り
帰
り
が
遅

く
な
る
と
わ
れ
の
家
で
も
心
配
す
る
ず
ら
」。

　

す
で
に
夕
闇
が
迫
っ
て
い
ま
し
た
。
少
年
は

今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
も
な
い
山
あ
い
の
線
路

敷
を
、
た
っ
た
１
人
で
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
少
年
は
ほ
と
ん
ど
泣

き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
泣
い
て
も
仕
方
が

な
い
と
思
い
直
し
、
得
体
の
知
れ
な
い
恐
怖
に
追

い
か
け
ら
れ
な
が
ら
、
無
我
夢
中
で
「
命
さ
え

助
か
れ
ば
」
と
線
路
の
側
道
を
走
り
続
け
た
の

で
し
た
。
そ
の
う
ち
作
業
員
に
も
ら
っ
た
懐
の
菓

子
の
包
み
が
邪
魔
に
な
り
道
ば
た
に
放
り
投
げ
、

板
草
履
ま
で
も
脱
ぎ
捨
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

日
は
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
村
は

ず
れ
の
電
灯
の
明
か
り
が
見
え
、
や
っ
と
家
に

た
ど
り
着
い
た
と
た
ん
、
少
年
は
父
や
母
の
前

で
大
声
で
泣
き
叫
ん
だ
の
で
し
た
。

●

　

昨
今
、
首
都
圏
直
下
型
地
震
や
東
南
海
地
震

の
発
生
確
率
に
つ
い
て
の
報
道
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
新
学
期
を
迎
え
、
初
め
て
バ
ス
や
電
車

で
通
う
小
学
１
年
生
の
お
子
さ
ん
た
ち
や
中
高

の
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
思
い
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
自
分
の
日
常
の
安
全
な

生
活
領
域
に
な
り
き
れ
な
い
通
学
路
の
途
中

で
、
不
意
に
地
震
に
で
も
遭
遇
し
た
ら
…
、
と

思
う
と
た
ま
ら
な
い
の
で
す
。

︱ 

新
学
期
を
迎
え
て 

︱

�
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一　

当
初
予
算
編
成
方
針

　

経
済
環
境
・
雇
用
情
勢
は
、
引
き
続
き
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
二
十
四
年
度
当
初
予
算
の
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
県
民
生
活
の
安
定
確
保
を
目
指
す
と
と

も
に
、
県
民
の
い
の
ち
を
輝
か
せ
、
神
奈
川
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
力
を
高
め
る
た
め
に
、
県
と
し
て
新
た
な
挑
戦
を
行
っ

て
い
く
年
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
学
費
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
私
立
高
等
学
校
等
生
徒
学
費
補
助
に
つ

い
て
、
年
収
約
二
百
五
十
万
円
か
ら
約
三
百
五
十
万
円
未

満
の
世
帯
に
つ
い
て
、
補
助
単
価
を
増
額
し
、
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

二　

一
般
会
計

　

本
県
の
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
一

兆
七
千
七
百
三
十
億
六
千
二
百
万
円
で
、
二
十
三
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
、
三
十
三
億
三
千
万
円
、
〇
・
二
％
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

三　

私
学
振
興
費

　

私
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
百
十
四
億
二
千
九

百
五
十
三
万
二
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
八
億
千
二
百

三
十
四
万
二
千
円
、
一
・
三
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
経
常
費
補
助

　

私
立
学
校
の
経
常
的
な
経
費
に
対
す
る
助
成
は
、
標
準

的
運
営
費
方
式
と
補
助
率
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、「
少

人
数
教
育
等
き
め
細
か
な
学
習
指
導
の
推
進
」
の
実
施
及

び
生
徒
数
の
増
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
四
百
六
十
億
二
千

四
百
九
十
八
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
七
億
八
千
七
百

四
十
六
万
五
千
円
、
一
・
七
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

校
種
別
で
は
、
高
等
学
校
は
、
百
九
十
二
億
八
百
九
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
二
・
一
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
等
教
育
学
校
は
、
七
億
四
百
六
万
五
千
円
で
、
前
年

度
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
五
十
六
億
千
八
百
十
九
万
一
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
〇
・
九
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
二
十
二
億
一
千
七
百
九
十
九
万
四
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
〇
・
六
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
私
立
高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業
・
生
徒
学
費
補
助

　

家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
意
志
あ
る
高
校

生
等
が
安
心
し
て
勉
学
に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
高
校
学
校

等
就
学
支
援
金
及
び
学
費
補
助
に
よ
り
、
家
庭
の
教
育
費

負
担
の
軽
減
を
図
る
事
業
で
、
予
算
額
は
、
就
学
支
援
金

と
学
費
補
助
を
合
わ
せ
て
、
百
二
十
四
億
一
千
二
十
六
万

四
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
三
・
一
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
年
収
約
二
百
五
十
万
円
か
ら
約
三
百
五
十
万
円

未
満
の
世
帯
に
つ
い
て
、
補
助
単
価
を
増
額
し
、
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

（
三
）
私
立
学
校
生
徒
学
費
緊
急
支
援
事
業
費

　

保
護
者
の
失
職
や
倒
産
等
に
よ
り
、
家
計
が
急
変
し
た

児
童
・
生
徒
の
学
費
負
担
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
授

業
料
を
軽
減
し
た
私
立
高
等
学
校
等
に
補
助
す
る
も
の
で
、

予
算
額
は
、
三
千
八
百
六
十
万
五
千
円
で
、
前
年
度
と
同

額
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
）
被
災
幼
児
児
童
生
徒
就
学
支
援
補
助
金

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
の
授

業
料
等
免
除
措
置
を
行
っ
た
私
立
学
校
の
設
置
者
に
対
し

て
補
助
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は
、
二
千
九
百
九
十
九
万

八
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
五
）
私
立
学
校
施
設
耐
震
診
断
調
査
費
補
助

　

児
童
生
徒
等
の
安
全
確
保
と
災
害
時
の
近
隣
住
民
の
避

難
施
設
と
し
て
の
公
共
性
を
考
慮
し
て
、
耐
震
診
断
調
査

の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
調
査
費

の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
、
耐
震
診
断
の
早
期
実

施
の
た
め
、
予
算
額
は
、
三
千
四
百
八
十
八
万
七
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
四
・
五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
六
）
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
制
度
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
金
の
給
付
財
源

の
一
部
を
補
助
し
、
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る

も
の
で
す
。
予
算
額
は
、
八
億
四
千
五
百
九
十
六
万
五
千

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
〇
・
八
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
七
）
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
を
図
る
た
め
、

私
学
共
済
の
長
期
給
付
事
業
の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も

の
で
す
。
予
算
額
は
、
五
億
九
千
四
十
七
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
一
・
〇
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
八
）
私
学
団
体
助
成
費

　

私
学
保
護
者
会
連
合
会
を
は
じ
め
私
学
団
体
が
行
っ
て

い
る
「
い
じ
め
・
暴
力
」
関
連
研
修
並
び
に
「
薬
物
乱
用

防
止
研
修
」
等
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
す
。
予
算
額
は
、

総
額
で
、
六
百
二
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
九
）
公
私
立
学
校
協
調
事
業
費

　

従
来
の
公
立
、
私
立
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
公
教

育
を
担
う
公
私
の
高
等
学
校
が
協
調
を
深
め
、
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
、
共
に
向
上
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
た

め
の
協
調
事
業
と
し
て
、
神
奈
川
の
高
校
展
開
催
事
業
及

び
公
私
教
員
研
修
事
業
等
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
予
算

額
は
、
百
四
十
二
万
五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
が
平
成
二
十
四
年
度
当
初
予
算
の
主
な
内
容
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
私
学
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神奈川県くらし文化部学事振興課平成24年度　私学助成の概要
　

私
学
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
教
育
に
お
け
る
私

立
学
校
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
県
内
百
十
万
人
の
児
童
・

生
徒
の
約
二
十
五
％
に
当
た
る
二
十
七
万
人
が
在
学
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　

①
教
育
条
件
の
維
持
向
上

　

②
児
童
生
徒
の
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

③
学
校
運
営
の
健
全
性
の
向
上

の
三
つ
を
柱
に
様
々
な
助
成
を
従
来
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�



平成 24 年度当初予算私学振興費の概要 学事振興課

事 業 名 等 平成 24 年度 平成 23 年度 比較増減 前年度比 摘　　　　　要当初予算額 当初予算額
［　］は内数 千円 千円 千円 ％

教育条件の維持向上､修学上の経済的負担の軽減及び学校経営の健全性の
向上を図るため､私立学校の経常的な経費や特色ある教育への取組みに対
し助成する。

１ 経常費補助 46,024,980 45,237,515 787,465 101.7

（1）高等学校 19,208,090 18,813,503 394,587 102.1
［教育改革推進費］ ［ 132,850 ］ ［ 131,350 ］ ［ 1,500 ］

（2）中等教育学校 704,065 704,130 △ 65 100.0
［教育改革推進費］ ［ 6,000 ］ ［ 5,100 ］ ［ 900 ］

（3）中学校 5,618,191 5,669,740 △ 51,549 99.1
［教育改革推進費］ ［ 68,400 ］ ［ 70,800 ］ △ 2,400 ］

（4）小学校 2,217,994 2,232,188 △ 14,194 99.4
［教育改革推進費］ ［ 32,100 ］ ［ 32,100 ］ ［ 0 ］

（5）特別支援学校 547,330 511,570 35,760 107.0

（6）幼稚園 16,361,814 15,946,117 415,697 102.6
［預かり保育推進費］ ［ 639,300 ］ ［ 574,850 ］ ［ 64,450 ］
［地域開放推進費］ ［ 125,000 ］ ［ 118,000 ］ ［ 7,000 ］

（7）専修 ･各種学校 1,367,496 1,360,267 7,229 100.5

２ 私立幼稚園特別 1,241,856 1,146,208 95,648 108.3 障害のある幼児と共に学び､共に育つ保育を推進するため､障害のある幼児
を受け入れる幼稚園に対し助成する。支援教育費補助

○補助対象園児数の増1,715←1,589人（126人増）

３ 高等学校等就学 9,417,968 9,098,152 319,816 103.5 家庭の状況にかかわらず､全ての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち
込めるよう､高等学校等就学支援金及び生徒学費補助により､家庭の教育費
負担の軽減を図る。

支援事業費

・授業料 （単位 : 円）
４ 私立高等学校等 2,992,296 2,940,315 51,981 101.8 区　分

（年収は4人世帯目安）
支援額
合　計生徒学費補助 就学支援 学費補助

生活保護世帯 420,000 237,600 182,400

市町村民税所得割非課税世帯
（年収約 250 万円未満世帯） 420,000 237,600 182,400（1）高等学校等 2,845,242 2,800,989 44,253 101.6
年収約250万円から
年収約350万円未満世帯 283,800 178,200 105,600

年収約350万円から
年収約500万円未満世帯 214,800 118,800 96,000（2）専修学校高等課程 147,054 139,326 7,728 105.5
年収約500万円から
年収約750万円未満世帯 193,200 118,800 74,400

・入学金 99,000円（対象は年収約750万円未満世帯）

○年収約250万円から約350万円未満世帯の補助単価の増

５ 私立学校生徒学費 38,605 38,608 △ 3 100.0 保護者の失職や倒産により､家計が急変した生徒等への影響を軽減するた
め、授業料を軽減した私立高等学校等に対し助成する。緊急支援事業費

高等学校等 補助額（円） 小中学校 補助額（円）

生活保護相当世帯または
年収250万円程度未満世帯 118,800

生活保護
相当世帯 168,000

住民税所
得割非課税 149,000

年収250万円程度以上
年収750万円程度以下世帯 59,400 一定所得

基準額以下 90,000　

6 被災幼児児童生徒 29,998 0 29,998 皆増 東日本大震災により被災した幼児児童生徒の授業料等免除措置を行った私
立学校の設置者に対し、補助を行う。

就学支援補助金

７ 私立学校振興資金 5,402 3,619 1,783 149.3 教育環境の充実､災害時の安全確保を図るため､施設整備に対しその資金の
融資あっせんを行うとともに利子の一部を補給する。利子補給費

・補助率 1.0%（償還期間10年以内）
1.2%（償還期間10年超）

・補給期間 10年間

８ 私立学校施設耐震 34,887 33,400 1,487 104.5 児童生徒等の安全確保及び災害時の避難施設としての公共性の観点から、
耐震診断調査を実施する私立学校に対し助成する。診断調査費補助

・補助限度額　高3,400千円､　小中1,800千円､
　　　　　　　幼1,000千円､　専各1,400千円
・補助率 2/3以内

９ 私立学校教職員 845,965 839,048 6,917 100.8 教職員の福利厚生を充実するため､退職手当金給付財源の一部を助成する。退職金制度補助金

（1）小 ･中 ･高等学校 494,368 493,632 736 100.1 ・補助率 県 18/1000

（2）幼稚園 291,250 284,961 6,289 102.2 ・補助率 県 13/1000

（3）専修 ･各種学校 60,347 60,455 △ 108 99.8 ・補助率 県 17/1000

10 日本私立学校振興 590,470 584,619 5,851 101.0 教職員の福利厚生を充実するため､私学共済の長期給付財源の一部を助成
する。共済事業団補助金
・補助率 県 8/1000

11 私学団体助成費 6,200 6,200 0 100.0 中学高等学校協会他４私学団体の研修事業費等に助成する。

・研修事業（いじめ薬乱除く）	 4,440千円
・いじめ暴力､薬物乱用防止研修	 1,060千円
・教育連携事業への支援	 600千円
・幼稚園連合会ブロック会議	 100千円

12 公私立学校 1,425 1,525 △ 100 93.4 　公私立高等学校による協調事業を実施する。
協調事業費 ・神奈川の高校展事業	 1,200千円

・公私教員研修事業	 225千円
13 私立幼稚園 0 674,000 △ 674,000 皆減 私立幼稚園の教育･保育環境の向上等のための施設整備に助成する。施設設備等補助

14 その他 199,480 13,981 185,499 1,426.8 ・私立学校審議会費ほか

合　　　　計 61,429,532 60,617,190 812,342 101.3

�



　

私
学
保
連
の
「
規
約
」
の
第
二
章
「
目
的
」

の
第
３
条
の
３
に
は
、「
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、
教
育
に
対
す
る
理
解

を
高
め
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
」
と
あ
り
ま

す
。
そ
の
年
度
年
度
の
役
員
の
方
々
は
、
こ

の
研
修
事
業
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
実

際
に
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
企
画
が
な
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

く
研
修
場
所
、
研
修
テ
ー
マ
等
を
考
え
て
き

ま
し
た
。

　
「
研
修
事
業
Ⅰ
」
は
、
原
則
と
し
て
外
部

の
研
修
場
所
を
求
め
、
私
学
保
護
者
会
交
流

会
と
の
共
催
で
こ
れ
ま
で
も
「
高
校
や
大
学

見
学
ツ
ア
ー
」
や
「
芸
術
文
化
に
触
れ
る
研

修
」、
ま
た
は
、「
各
種
施
設
見
学
」
等
々
、

こ
こ
数
年
で
は
、
横
須
賀
米
軍
基
地
視
察
、

横
浜
キ
ャ
ッ
ツ
シ
ア
タ
ー
等
を
企
画
し
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
研
修
事
業
Ⅱ
」
で
は
、
講
演
会

を
主
に
計
画
し
、
テ
ー
マ
を
青
少
年
の
健
全

育
成
や
人
権
・
同
和
、
さ
ら
に
は
そ
の
時
々

の
社
会
的
テ
ー
マ
を
内
容
に
講
演
会
を
企
画

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
「
出
来
る
限
り
の

多
く
の
学
校
、
そ
し
て
多
く
の
会
員
の
方
々

の
参
加
」
を
目
指
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
研
修

事
業
を
企
画
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
年
度
実
施
の
研
修
会
を
「
特

集
」
と
し
て
編
集
し
ま
し
た
。
振
り
返
り
な

が
ら
今
後
の
研
修
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。（

事
務
局
）

　

平
成
23
年
11
月
18
日
（
金
）
午
前
9
時
に
横
浜

駅
西
口
を
出
発
し
、
途
中
淵
野
辺
駅
で
の
参
加
者

と
合
流
し
、
総
勢
79
名
は
相
模
原
ふ
れ
あ
い
科
学

館
へ
向
か
い
ま
し
た
。
科
学
館
で
は
全
長
40
ｍ
の

水
槽
も
あ
り
、
相
模
川
の
流
域
に
住
む
植
物
や
魚

の
生
態
な
ど
が
流
れ
に
あ
わ
せ
て
立
体
的
に
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
見
学
後
は
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
を

と
り
、
今
回
ツ
ア
ー
の
メ
イ
ン
研
修
先
で
あ
る
相

模
原
市
の
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相

模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
。

●
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

　

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
バ
ス
が
ゲ
イ
ト
イ
ン
す
る
と

右
手
に
は
2
基
の
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て

お
り
バ
ス
内
で
早
く
も
歓
声
！
期
待
は
膨
ら
み
ま

す
。
バ
ス
を
降
り
館
内
に
入
場
。
事
前
に
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
事
務
局
に
希
望
し
て
い
た
キ
ャ

ン
パ
ス
案
内
の
お
二
人
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は

二
班
に
分
か
れ
見
学
が
開
始
。
最
初
の
各
衛
星
探

査
機
の
見
学
で
は
丁
寧
な
説
明
も
あ
り
徐
々
に
宇

宙
へ
と
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

実
物
と
同
じ
は
や
ぶ
さ
（
模
型
で
は
な
い
）
が

あ
る
ブ
ー
ス
の
説
明
で
は
、
は
や
ぶ
さ
に
秘
め
ら

れ
た
最
新
の
素
材
や
科
学
技
術
の
説
明
が
さ
れ
、

多
く
の
困
難
を
克
服
し
「
奇
跡
の
生
還
」
を
果
た

し
た
感
動
の
話
し
で
は
、
こ
の
日
一
番
の
大
き
な

ど
よ
め
き
と
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
次
に
別
室

で
映
像
に
よ
る
宇
宙
に
関
す
る
学
習
な
ど
も
体
験

い
た
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
別
棟
見
学
で
は
厳
重
な
品
質
管
理
の
も

と
惑
星
探
査
機
な
ど
の
パ
ー
ツ
の
組
み
立
て
作
業

の
様
子
な
ど
を
大
き
な
ガ
ラ
ス
越
し
に
拝
見
し
、

質
問
タ
イ
ム
も
い
た
だ
き
、
予
定
し
て
い
た
見
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
終
了
。
締
め
く
く
り
と
し
て

屋
外
に
て
世
界
最
大
級
の
能
力
を
持
っ
た
固
体
燃

料
ロ
ケ
ッ
ト
の
前
で
記
念
集
合
写
真
の
撮
影
。
帰

り
際
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
売
店
で
宇
宙
食
や
記

念
グ
ッ
ズ
を
購
入
。
あ
わ
た
だ
し
い
帰
路
と
な
り

ま
し
た
が
、
車
中
で
は
和
気
藹
々
と
学
校
の
枠
を

超
え
た
意
見
交
換
が
な
さ
れ
再
会
を
誓
い
な
が
ら

約
午
後
５
時
半
に
横
浜
駅
西
口
に
て
解
散
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
展
示
物
の
見
学
、

ナ
ビ
ゲ
イ
ト
そ
し
て
映
像
等
に
よ
り
、
想
像
以
上

に
進
歩
し
て
い
る
日
本
に
お
け
る
宇
宙
科
学
技
術

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
で
き
る
と
共
に
、
参
加
者

は
日
頃
は
気
に
か
け
な
い
宇
宙
の
壮
大
さ
や
計
り

知
れ
ぬ
謎
の
世
界
を
創
造
し
、
未
来
へ
の
希
望
や

原
点
回
帰
な
ど
を
考
え
る
有
意
義
な
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
の
業
務
や
様
々
な
役
割
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で
き
た
の
も
大
き
な
収
穫

と
な
り
ま
し
た
。

●�

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
古
川
聡
宇
宙
飛
行
士
無
事
帰
還

　
（
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
）

　

今
回
の
研
修
ツ
ア
ー
で
の
感
動
が
覚
め
や
ら
ぬ

4
日
後
、
ソ
ユ
ー
ズ
無
事
帰
還
と
い
う
宇
宙
関
連

の
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
帰
還
さ
れ
た
古
川
宇
宙
飛
行
士
は
、

神
奈
川
県
私
学
の
栄
光
学
園
の
卒
業
生
と
の
こ
と

で
す
。（
※
光
栄
な
こ
と
に
古
川
宇
宙
飛
行
士
は
、

私
の
卒
業
し
た
小
学
校
（
中
区
に
あ
る
市
立
間
門

小
）
の
同
窓
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。）
こ
れ
か
ら

も
日
本
中
に
「
夢
や
希
望
」
を
与
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
古
川
氏
の
多
方
面
な
ご
活
躍
を

心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

●
一
言

　

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、「
未
来
を
に
な
う

子
供
た
ち
に
一
度
は
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
場

所
で
す
。
こ
の
こ
と
は
帰
り
の
車
中
で
の
意
見
交

換
で
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
科
学
に
興
味
あ
る

お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
多
く
の
お
子
さ
ん
に
、
人

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
研
修
ツ
ア
ー
を
終
え
て

〈
一
度
は
行
っ
て
み
よ
う
！
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
交
流
会　
代
表　

石　

田　
　
　

隆

研
修
事
業
Ⅰ

特�集

魅
力
あ
る「
研
修
事
業
Ⅰ
」、そ
し
て「
研
修
事
業
Ⅱ
」を
目
指
し
て

�



★
研
修
ツ
ア
ー
を
終
え
て
の
感
想

　

帰
り
の
バ
ス
内
で
は
、
参
加
者
皆
様
よ
り
研
修
ツ

ア
ー
の
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。
貴
重
な
感
想
は
次
に

ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◦
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
見
学
の
感
想

１
．�

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
は
、
な
か
な
か
個
人
で
行
け
な
い

の
で
今
回
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
。

２
．�

は
や
ぶ
さ
は
一
年
ほ
ど
前
に
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

た
が
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

３
．�

宇
宙
に
は
夢
が
あ
り
楽
し
く
話
や
説
明
を
聞
け

て
理
解
が
深
ま
っ
た
。

４
．�

帰
宅
し
た
ら
子
ど
も
に
伝
え
是
非
と
も
見
学
さ

せ
た
い
。
理
系
の
子
ど
も
に
は
是
非
見
学
さ
せ

た
い
。　

※
子
ど
も
は
誰
で
も
必
見
…
。

５
．�

衛
星
の
部
品
組
み
立
て
の
見
学
も
で
き
て
有
意

義
だ
っ
た
。

６
．�

説
明
者
が
は
や
ぶ
さ
に
実
際
に
か
か
わ
っ
た
方

で
具
体
的
に
常
識
を
超
え
た
話
し
を
わ
か
り
や

す
く
話
さ
れ
、
親
近
感
も
あ
り
よ
か
っ
た
。

◦
相
模
川
ふ
れ
あ
い
科
学
館
の
感
想

１
．�

相
模
川
の
生
態
が
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
40
ｍ

の
水
槽
な
ど
で
わ
か
り
や
す
く
学
べ
た
。

２
．�

地
域
の
魚
類
や
甲
殻
類
な
ど
の
小
動
物
の
生
態

が
わ
か
り
よ
か
っ
た
。

３
．�

今
話
題
の
ド
ジ
ョ
ウ
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

◦
そ
の
他
の
感
想

１
．�

昨
年
、今
年
と
参
加
し
て
い
る
が
今
年
も
よ
か
っ

た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
。

２
．�

年
齢
が
高
く
て
も
今
回
の
研
修
の
よ
う
で
あ
れ

ば
参
加
し
や
す
い
。

３
．�

今
回
は
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
場
所
で
よ
か
っ

た
。

４
．�

次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
飛
行
場

等
の
工
場
見
学
、
国
会
議
事
堂
、
観
劇
、
芸
術

鑑
賞
他

５
．�

神
奈
川
県
で
も
ま
だ
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
は
！

６
．�

朝
早
い
の
は
大
変
…
（
今
回
は
午
前
９
：
０
０

出
発
で
す
が
…
）

★
は
や
ぶ
さ
豆
知
識

　

月
よ
り
遠
方
の
星
に
着
陸
し
た
探
査
機
が
地
球
に

帰
還
し
た
の
は
史
上
初
！
「
は
や
ぶ
さ
」
の
約
７
年

に
も
お
よ
ぶ
旅
に
関
し
て
世
界
各
国
の
メ
デ
ィ
ア

は
、「
困
難
を
克
服
し
て
精
度
の
高
い
帰
還
や
、
こ

れ
ま
で
未
解
決
と
さ
れ
て
い
た
幾
つ
か
の
宇
宙
の
な

ぞ
が
解
け
る
で
あ
ろ
う
」
な
ど
の
報
道
が
な
さ
れ
、

そ
の
生
還
と
成
果
や
偉
業
を
称
賛
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
科
学
雑
誌
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
、
12

月
23
日
発
売
の
最
新
号
で
、
２
０
１
１
年
の
科
学
分

野
に
お
け
る
10
大
成
果
を
発
表
し
た
。
こ
の
10
大
成

果
の
第
２
位
に
、
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の

成
果
が
選
ば
れ
た
。「
イ
ト
カ
ワ
」
か
ら
持
ち
帰
っ
た

微
粒
子
は
各
大
学
で
成
分
の
分
析
が
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
微
粒
子
の
太
陽
風
に
よ
る
変
色
な
ど
が
見
つ
か

り
、
地
上
か
ら
観
測
し
た
小
惑
星
の
色
と
、
予
想
さ

れ
る
星
の
組
成
が
矛
盾
す
る
長
年
の
謎
が
解
け
た
こ

と
な
ど
の
成
果
を
優
れ
た
業
績
と
認
め
発
表
し
た
。

　

ど
ん
よ
り
し
た
曇
り
空
が
こ
の
冬
一
番
の
冷

え
込
み
を
一
層
厳
し
く
感
じ
さ
せ
、
予
定
よ
り

早
め
に
来
た
こ
と
に
後
悔
の
念
を
思
い
浮
か
ば

せ
る
程
の
寒
い
午
後
で
し
た
。
全
国
か
ら
日
比

谷
公
会
堂
前
に
集
ま
り
始
め
た
方
々
が
挨
拶
を

交
わ
す
声
に
は
、
誰
も
が
寒
さ
を
労
う
言
葉
を

付
け
加
え
て
い
ま
し
た
。

　

予
定
時
刻
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
増
え
続
け
る

人
の
賑
わ
い
は
、
先
ほ
ど
ま
で
の
寒
さ
も
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
会
場
内
は
今
年
か
ら
都
道

府
県
毎
に
座
席
が
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
空

席
を
求
め
て
彷
徨
う
人
の
姿
も
な
く
無
事
定
刻

に
大
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

正
味
一
時
間
程
度
の
大
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
私
学
関
係
者
や
保
護
者
の

方
々
の
熱
い
思
い
は
、
列
席
さ
れ
て
い
る
与
野

党
の
先
生
方
に
も
確
実
に
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

今
年
の
大
会
決
議
は
昨
年
同
様
「
経
常
的
経

費
や
施
設
・
設
備
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
の
拡

充
・
強
化
」「
高
等
学
校
等
修
学
支
援
金
制
度
の

改
善
」
だ
け
で
な
く
、「
東
日
本
大
震
災
の
被
災

私
立
学
校
及
び
生
徒
等
へ
の
支
援
」「
全
施
設
の

耐
震
化
に
向
け
た
国
公
立
学
校
と
同
等
の
財
政

支
援
の
実
施
」
が
書
き
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
も
震
災
の
爪
痕
の
ひ
と
つ
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
日
本
の
未

来
を
創
る
た
め
の
第
一
歩
の
足
跡
な
の
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
必
ず
や
国
の
支
援
は
拡
充
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
日
比
谷
公
園
を

後
に
し
ま
し
た
。

と
し
て
大
切
な
も
の
、
夢
、
創
造
力
な
ど
宇
宙

を
通
し
て
多
角
的
に
育
ん
で
く
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
是
非
と
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
し
た
。

　

私
ど
も
が
企
画
す
る
恒
例
の
親
睦
研
修
ツ

ア
ー
事
業
は
、
神
奈
川
県
私
学
保
護
者
連
合
会

と
の
共
催
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
各
学
校
の
代
表
の
皆
様
に
は
多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま

し
た
。
次
年
度
も
有
意
義
で
魅
力
あ
る
企
画
を

準
備
す
る
予
定
で
す
の
で
そ
の
節
は
お
気
軽
に

参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
研
修
ツ
ア
ー
の
無
事
終
了
に
あ
た

り
、
共
催
い
た
だ
い
た
私
学
保
護
者
会
連
合
会
、

神
奈
川
県
私
学
中
高
協
会
の
事
務
局
の
皆
様
並

び
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
の
八
田
先
生
そ
し
て
関
係
者
の
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
、
本
年
も
こ
の
会
議
に
出
席
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
弁
護
士
の
先
生

よ
り
人
権
に
つ
い
て
の
講
演
で
し
た
。
今
回
は
、

県
職
員
よ
り
「
神
奈
川
の
人
権
・
同
和
施
策
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研

究
大
会
・
鹿
児
島
大
会
に
参
加
さ
れ
た
捜
真
女

学
校
、
横
山
茂
理
事
長
よ
り
大
会
内
容
に
つ
い

て
の
ご
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
色
々

な
事
案
の
当
事
者
の
方
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

り
私
は
そ
の
内
容
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

人
権
侵
害
、
出
身
地
で
の
差
別
が
い
ま
だ
に
残
っ

て
い
る
と
い
う
事
が
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

県
職
員
の
講
演
で
は
横
浜
市
民
の
意
識
調
査

の
中
で
同
和
地
区
出
身
の
方
と
の
結
婚
に
つ
い

て
と
い
う
項
目
が
あ
り
そ
の
中
で
結
婚
す
る
、

周
り
を
説
得
し
た
も
結
婚
す
る
が
約
７
３
・
３
％

と
の
回
答
で
し
た
。
ま
た
自
分
の
子
供
に
つ
い

て
の
場
合
は
意
見
を
尊
重
す
る
が
約
６
１
・
８
％

で
し
た
。
こ
の
数
字
を
ど
の
よ
う
に
取
る
か
は

個
人
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
こ

の
よ
う
な
意
識
調
査
が
必
要
な
い
未
来
が
来
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

来
年
も
引
き
続
き
参
加
さ
せ
て
頂
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

第
２
回
い
じ
め
・
暴
力
行
為
対
策
協
議
会
に
参
加
し
て

理
事　

深　

沼　

昭　

彦

（
横
浜
清
風
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
顧
問
）

平
成
23
年
度

私
学
振
興
全
国
大
会
に
参
加
し
て

理
事　

金　

子　

晃　

久

（
高
木
学
園
女
子
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

�



　

私
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
防
災
対

策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
17
年
間
の
実
践
・
対
策

を
伝
え
て
皆
様
の
防
災
対
策
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。私
自
身
は
上
大
岡
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。

３
年
前
ま
で
は
上
大
岡
を
離
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
外
の
世
界
も
見
て
み
た
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
す
さ
ま
じ
さ
を
Ｔ
Ｖ
の
映
像

で
知
り
、
ま
た
自
分
が
防
災
に
対
し
て
全
く
知
識
が
な

い
こ
と
を
反
省
し
て
、
こ
ん
な
無
防
備
の
状
態
で
は
い

け
な
い
と
防
災
の
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
仕
事
だ

か
ら
で
き
た
の
で
は
な
く
て
、
や
っ
て
き
た
こ
と
が
仕

事
に
つ
な
が
っ
た
だ
け
で
す
。
私
が
出
来
る
こ
と
は
皆

さ
ん
に
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
話
を
き
い
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
政
府
の
特
別
機
関
の
ひ
と
つ
に
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
政
策
委
員
の
一
人
で
す
。
防

災
に
関
し
て
無
名
の
主
婦
が
10
年
経
っ
て
国
の
機
関
で

委
員
を
務
め
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
は
奇
跡
的
な
こ
と

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
こ
の
地
震
本
部
が
国

民
の
皆
様
に
発
し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。（
地

図
を
指
す
）
こ
れ
は
今
後
30
年
以
内
に
わ
が
国
で
起

こ
り
う
る
地
震
を
評
価
し
て
い
る
も
の
で
す
。
Ｍ
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
７
ク
ラ
ス
を
大
地
震
、
Ｍ
８
以
上
を

巨
大
地
震
と
定
義
し
ま
す
。
今
回
の
東
日
本
大
地
震
は

Ｍ
9.0
で
し
た
が
、
そ
れ
を
表
現
す
る
定
義
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
わ
が
国
で
は
Ｍ
9.0
は
起
き

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
一
部
週
刊
誌
で

超
巨
大
地
震
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
が
国
で
は

30
年
以
内
に
大
地
震
、
巨
大
地
震
、
超
巨
大
地
震
が
こ

れ
だ
け
の
数
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ

い
。
私
は
科
学
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
の
で
皆
様
に
も

是
非
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
地
震
は
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
は
な

く
、
30
年
以
内
に
必
ず
起
き
る
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
Ｍ
７
程
度
の
地
震
か
ら
Ｍ
９
以
上
の

超
巨
大
地
震
ま
で
神
奈
川
、
横
浜
に
影
響
す
る
地
震
が

２
つ
や
３
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

●
私
は
東
北
大
震
災
の
お
よ
そ
１
か
月
前
の
２
月
６
日

に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
防
災
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

～　

略　

～　

　

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
に
実
際
に
起
き
て
、
大
船
渡
市

の
市
街
地
は
壊
滅
状
態
。
気
に
な
っ
て
気
に
な
っ
て
３

日
目
に
横
浜
を
発
っ
て
４
日
目
に
現
地
に
入
り
ま
し

た
。
支
援
活
動
を
し
な
が
ら
約
一
ヶ
月
後
、
そ
の
時
聴

講
し
て
い
た
方
は
全
員
無
事
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
多
く
の
方
が
「
あ
の
と
き
話
を
聞
い

て
い
な
け
れ
ば
ど
う
な
っ
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
こ
れ
か
ら
の
話
を
聞
い

て
、地
震
に
対
し
て
生
き
抜
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
３
つ
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
領
域

は
東
海
、
東
南
海
、
南
海
の
震
源
領
域
と
ピ
タ
リ
一
致

し
ま
す
。
こ
の
情
報
も
す
で
に
古
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

東
海
地
震
が
87
％
～
88
％
の
確
率
に
上
が
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
震
が
連
動
し
た
場
合
、
Ｍ
９
が
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
と
言
え
る
わ
け
で
す
。
～　

略　

～

●
次
に
東
日
本
大
震
災
の
３
連
動
で
Ｍ
9.0
な
ら
、
５
連

動
と
な
っ
た
場
合
ど
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
出
さ

れ
る
の
か
実
は
私
た
ち
も
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
研

究
途
上
で
全
容
が
解
明
さ
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

り
、
そ
れ
ま
で
に
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
心
構

え
と
し
て
過
去
の
被
災
者
が
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
領

域
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
頂
き
た
い
。

間
違
い
な
く
次
の
被
災
者
は
皆
様
で
す
。
確
率
論
的
に

言
っ
て
皆
様
で
す
。
し
か
し
、
あ
れ
か
ら
１
年
経
ち
ま

す
が
、
報
道
各
社
の
独
自
の
調
査
か
ら
、「
防
災
意
識

が
低
下
し
始
め
た
」
と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
が
、

驚
き
で
す
ね
。
そ
ん
な
悠
長
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
場

合
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
が
皆
様
に
と
っ
て
本
番
で
す
。

あ
の
と
き
感
じ
た
緊
張
感
を
ど
う
か
持
続
さ
せ
て
頂
い

て
、
あ
れ
以
上
の
地
震
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
よ

り
一
層
の
対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
首
都

直
下
地
震
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
以
外
に
、
今

回
の
地
震
の
影
響
で
た
と
え
ば
三
陸
沖
の
海
溝
よ
り
の

地
震
が
と
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
破
壊
さ
れ
て

も
お
か
し
く
な
い
の
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
や
っ
か
い

な
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
30
年
間
超
巨
大
地
震
に
見

舞
わ
れ
ま
す
。防
災
に
関
心
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、

必
ず
す
べ
て
や
っ
て
来
ま
す
。
自
然
災
害
の
激
動
の
時

代
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
～　

略　

～

●
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
が
１
９
２
３
年
９
月
に
神
奈
川
、

横
浜
で
は
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
た
か
だ
か

と
い
っ
て
は
表
現
が
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
大
地
震

の
ク
ラ
ス
で
す
。
巨
大
地
震
、
超
巨
大
地
震
で
も
な
い

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
10
万
人
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
た
か
だ

か
こ
の
大
地
震
ク
ラ
ス
で
壊
滅
的
な
被
害
が
起
き
る
都

会
が
、
大
震
災
に
対
し
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。
関
東
大
震
災
は
２
連
動
で
し
た
。
ま
ず
小
田
原

直
下
で
地
震
が
起
き
、
そ
の
10
～
15
秒
後
に
三
浦
半

島
直
下
で
発
生
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
地
名
で
言
う
と

藤
沢
あ
た
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
震
源
か
ら
離
れ
た

東
京
で
は
２
つ
の
地
震
を
１
つ
と
捉
え
て
い
た
人
も
多

か
っ
た
。
こ
の
本
震
の
３
分
後
に
は
Ｍ
7
ク
ラ
ス
つ
ま

り
阪
神
淡
路
大
地
震
、
更
に
１
分
半
後
に
Ｍ
7
ク
ラ
ス

の
大
余
震
が
再
び
発
生
し
、
断
続
的
に
５
分
間
の
激
震

が
襲
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
阪
神
淡
路
大
震
災
の
揺
れ

は
、
14
～
15
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
か
が
そ
れ
だ

け
の
間
に
高
速
道
路
が
な
ぎ
倒
さ
れ
る
よ
う
な
被
害
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
～　

略　

～

●
皆
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
す
が
Ｍ
７
～
９
ク
ラ
ス
が
神

奈
川
を
襲
っ
た
と
き
に
関
東
大
震
災
ほ
ど
の
被
害
に
な

ら
な
い
と
思
う
人
は
お
り
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
90
年
前

寺
田
寅
彦
が
言
っ
た
よ
う
に
「
都
市
が
進
化
す
れ
ば
ま

た
災
害
も
進
化
す
る
」
と
考
え
れ
ば
今
の
方
が
も
っ
と

被
害
が
大
き
く
な
る
。
ど
ち
ら
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
今

の
方
が
大
き
く
な
る
が
多
数
）
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

人
口
が
爆
発
的
に
増
え
、
高
層
住
宅
、
車
の
台
数
等
を

考
え
れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
当
時
、
原
子
力
施
設
は
な
く
、
京
浜
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
も
こ
ん
な
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
ど
れ
を
と
っ

て
も
相
当
な
被
害
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
頂
き
た
い
。

　

改
め
て
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
17
年
に
な
り
ま
す
。

皆
様
に
は
都
市
型
災
害
が
最
も
参
考
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
阪
神
淡
路
大
震
災
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
見
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
土
木
、
建
築
の
専
門
家
が
あ

の
と
き
の
ビ
ル
や
高
速
道
路
が
ど
う
破
壊
さ
れ
た
か
の

過
程
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
て
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
映

画
チ
ッ
ク
に
み
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
大
げ
さ
で
は
な
い
ん
で
す
。
Ｖ
Ｔ
Ｒ
い
か
が
で
し
た

か
。
阪
神
淡
路
大
地
震
で
は
こ
の
様
な
被
害
に
な
っ
た

訳
で
す
。
15
秒
の
揺
れ
の
被
害
で
す
。
関
東
大
震
災
で

は
こ
れ
が
５
分
続
い
た
の
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
首

都
圏
で
起
き
る
ん
だ
、
都
市
機
能
が
こ
の
様
な
状
態
に

な
っ
て
し
ま
う
時
に
、
皆
様
が
行
っ
て
い
る
防
災
対
策

に
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
ま
で
非
常
持

ち
出
し
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
備
え
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
な
い
だ
ろ
う
か
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
講

演
会
で
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
少
し
ず
つ
埋
め
ら
れ
れ
ば
と

お
も
っ
て
い
ま
す
。
～　

略　

～

　

一
見
安
全
そ
う
に
み
え
る
オ
フ
ィ
ス
、
職
員
室
も
そ

う
で
す
が
、
一
台
の
プ
リ
ン
タ
ー
を
固
定
し
て
な
い
だ

け
で
、
机
を
な
ぎ
倒
し
壁
を
も
突
き
破
っ
て
い
ま
す
。

60
ｋ
あ
る
プ
リ
ン
タ
ー
の
固
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。
今

ま
で
物
が
倒
れ
た
ら
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
家
具
は
走
り
滑

り
ま
す
。
机
の
下
に
も
ぐ
る
こ
と
が
安
全
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
物
が
走
っ
て
く
る
、
そ
ん
な
も
の
に
当
た
っ

た
ら
致
命
傷
で
す
。
寝
る
部
屋
に
は
物
を
置
か
な
い
こ

と
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ッ
チ
ン
で
す
が
特
に
90

㎏
の
冷
蔵
庫
で
す
が
、
扉
が
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
扉
が
開
い
て
し
ま
う
と
重
心
が
か
わ
り

親
子
共
々
生
き
な
け
れ
ば
…
!!

防
災
講
演
会

研
修
事
業
Ⅱ

（
危
機
管
理
教
育
研
究
所
）

講
師　

国 

崎 

信 

江  

先
生

�



　

私
学
保
連
の
理
事
に
な
っ
て
、
早
７
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
平
塚
学
園
父
母
の
会
会
長
と

し
て
、
私
学
保
連
に
出
向
し
て
い
る
訳
で
す
が
、
学
校

内
の
活
動
と
は
全
く
違
う
広
範
囲
の
諸
活
動
に
、
私

学
保
連
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
驚
き
を
感
じ

て
い
ま
す
。
県
内
に
お
い
て
、
組
織
さ
れ
実
践
さ
れ
て

い
る
数
多
く
の
教
育
・
社
会
活
動
に
各
理
事
が
担
当

を
決
め
て
、
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
い
じ
め
・
暴

力
行
為
問
題
対
策
協
議
会
・
神
奈
川
県
エ
イ
ズ
対
策

推
進
協
議
会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
両
協
議
会
で
話

し
合
わ
れ
る
内
容
は
、
大
変
今
日
的
で
あ
る
と
同
時

に
、
奥
深
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
協
議
会
に
参
加
し

て
思
う
こ
と
は
、
我
々
が
悩
ん
だ
り
、
困
っ
た
り
、
苦

し
ん
だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
、
怒
っ
た
り
し
た
時
、
そ
ん

な
自
分
を
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
る
存
在
を
意
識
で

き
る
こ
と
が
大
変
貴
重
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
、
又
自

分
自
身
が
身
近
な
存
在
に
対
し
、
そ
う
い
う
静
か
な

温
か
な
ま
な
ざ
し
を
注
ご
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
の
問
い
か
け
を
忘
れ
な
い
こ
と
も
更
に
重
要
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
我
々
は
、
私
学
協
会
の
先
生
方
の
活

動
に
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
、
活
動
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
訳
で
す
が
、
お
か
げ
で
、
多
く
の
出

会
い
や
、
経
験
を
重
ね
さ
せ
て
頂
く
結
果
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　　
一
年
を
振
り
返
っ
て
思
っ
た
事
は
、
東
日
本
大
震
災

と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に
よ
っ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々

の
痛
み
を
見
聞
き
し
、
生
活
に
対
す
る
価
値
観
が
か

わ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
消
費
生
活
を
振
り
返
っ
て

お
金
の
価
値
を
よ
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
不
必
要
な

も
の
を
買
わ
な
く
な
っ
た
。

　

環
境
や
社
会
貢
献
を
意
識
し
た
商
品
を
買
い
求
め

る
エ
シ
カ
ル
消
費
も
拡
大
し
て
い
る
。
被
災
地
の
産
品

を
買
え
ば
お
金
が
地
域
で
回
り
、
確
実
に
支
援
に
繋

が
る
。
夜
間
照
明
や
窓
ガ
ラ
ス
に
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
、

室
温
を
下
げ
る
等
、工
夫
と
協
力
で
節
電
も
可
能
で
す
。

　

昭
和
の
暮
ら
し
が
モ
デ
ル
で
し
ょ
う
か
。
慎
ま
し
く

節
約
し
な
が
ら
も
子
供
に
は
き
ち
ん
と
教
育
を
受
け

さ
せ
る
。
お
金
を
か
け
な
く
て
も
家
族
で
集
ま
っ
て
話

を
し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
楽
し
め
る
も
の
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
暮
ら
す
か
大
切
な
こ
と
を
よ
く

考
え
、
お
金
や
時
間
の
使
い
方
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

よ
う
次
世
代
を
担
う
子
供
達
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま
だ
復
興
に
時

間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
が
社
会
全
体
で
支
え
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

近
々
首
都
直
下
型
地
震
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、
私

達
も
防
災
に
対
す
る
備
え
が
必
要
で
す
。

ま
す
。
固
定
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
揺
れ
た

ら
行
動
す
る
こ
と
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
～　

略　

～
　

我
が
家
で
は
子
ど
も
が
２
歳
の
と
き
か
ら
こ
れ
を
徹

底
し
ま
し
た
。
何
を
し
て
い
て
も
す
ぐ
動
く
。
頭
で
考

え
る
よ
り
先
に
体
が
反
応
す
る
よ
う
習
慣
付
け
て
き
ま

し
た
。
自
分
が
考
え
た
安
全
な
場
所
に
避
難
さ
せ
る
。

決
し
て
親
の
考
え
を
押
し
付
け
な
い
。
子
ど
も
も
そ
れ

ぞ
れ
感
覚
で
動
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
も
大

人
が
そ
の
姿
を
見
せ
な
け
れ
ば
子
ど
も
は
動
か
な
い
ん

で
す
。
～　

略　

～

　

防
災
頭
巾
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
へ
の
切
り
替
え
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
文
化
庁
も
地
震
防
災
研
究
を

ふ
ま
え
た
待
避
行
動
に
関
す
る
作
業
部
会
報
告
書
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
防
災
頭
巾
は
一
切
削
除
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
切
り

替
わ
っ
て
い
な
い
な
ら
早
め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
用
意
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
家
庭
で
も
。
一
人
一
個
ず
つ

で
す
。
～　

略　

～

　

家
に
あ
る
全
て
の
も
の
が
凶
器
に
な
り
ま
す
。
食
器

棚
に
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
が
張
っ
て
あ
り
、
滑
り
止

め
シ
ー
ト
を
敷
い
て
、
引
き
出
し
に
は
ス
ト
ッ
パ
ー
を

つ
け
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
扉
に
も
ス
ト
ッ
パ
ー
を
つ

け
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
や
陶
器
の
食
器
は
と
こ
と
ん
排

除
、
金
を
出
し
て
凶
器
を
増
や
す
こ
と
は
な
い
と
い
う

考
え
か
ら
で
す
。
～　

略　

～

●
最
後
に
な
り
ま
す
が
私
は
子
ど
も
の
た
め
に
絶
対
に

生
き
残
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
震
災
孤
児
に
会
っ
て

改
め
て
自
分
の
命
に
代
え
て
で
も
、
子
ど
も
の
命
を
守

り
た
い
。
そ
ん
な
こ
と
い
っ
て
は
だ
め
で
親
子
共
々
生

き
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
後
の
生
き
方
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
。
親
を
失
っ
た
時
点
で
環
境
が
変
わ
り
ま
す
。
子

ど
も
を
守
る
に
は
親
が
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
17
年
間
一
生
懸
命
や
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
横
浜
で
、
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
て
生
き
残
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
も
私
は
知
っ
て
い
ま
す
。

親
が
死
ぬ
こ
と
も
子
ど
も
に
伝
え
て
い
ま
す
。
家
の

ロ
ー
ン
、
学
習
保
険
、
学
資
、
貯
蓄
、
生
命
保
険
、
後

見
人
、
銀
行
、
権
利
書
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。
想
定
外

を
想
定
し
て
万
一
に
備
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
役
立

た
な
い
よ
う
に

意
地
で
も
生

き
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私

は
横
浜
で
被

災
す
る
覚
悟

を
し
て
い
ま

す
。
皆
様
も
被

害
の
実
態
と

対
策
を
是
非

改
め
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

防
災
教
育
の

重
要
性
、
学
校
と
の
連
携
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
～　

略　

～

〈
質
疑
応
答
〉

Ｑ�　

鎌
倉
駅
に
い
て
大
地
震
が
起
き
た
ら
ど
こ

へ
逃
げ
た
ら
い
い
い
か
。

Ａ�　

津
波
情
報
は
時
間
が
出
る
か
ら
、
余
裕
が

あ
れ
ば
よ
り
高
い
と
こ
ろ
へ
。
な
け
れ
ば
近

く
の
高
い
ビ
ル
へ
。

Ｑ�　

娘
が
電
車
通
学
を
し
て
い
る
。
自
宅
か
ら

学
校
ま
で
の
地
図
を
毎
日
持
た
せ
て
い
る
。

途
中
で
地
震
に
逢
っ
た
ら
そ
の
場
で
生
き
抜

く
方
法
を
考
え
ろ
と
い
っ
て
あ
る
。
他
に
い

い
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ�　

親
子
で
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。
持
ち
物
と
し
て
携
帯
ト
イ

レ
、
ペ
ン
ラ
イ
ト
、
ア
ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

な
ど
用
意
さ
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ�　

地
盤
の
強
さ
は
ど
こ
で
調
べ
れ
ば
い
い
か
。

Ａ�　

市
で
出
し
て
い
る「
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
」

に
は
地
盤
情
報
が
出
て
い
る
。
国
土
地
理

院
の
「
地
質
マ
ッ
プ
」
に
事
細
か
に
出
て
い

る
。
直
接
建
築
家
の
方
に
情
報
を
聞
い
て
も

よ
い
。ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
。

昭
和
56
年
以
前
の
建
物
は
無
料
で
す
。
民
間

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
無
料
で
や
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
い
ま
す
。

〈
講
演
会
・
感
想
〉理

事　

平
山　

圭
子

（
横
浜
富
士
見
丘
学
園
中
等
教
育
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　

最
近
、
心
な
し
か
地
震
に
関
係
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が

多
く
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。講
演
会

に
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
々
の
感
想
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

◦�「
次
の
被
災
者
は
こ
こ
に
い
る
あ
な
た
方
で
す
」

と
い
う
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら
、
私
た
ち
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
が
、
如
何
に
切
迫
し
た
状
態
で

あ
る
か
分
か
り
ま
し
た
。

◦�「
も
し
か
し
た
ら
来
る
」
で
は
な
く
「
確
実
に
来

る
」
巨
大
地
震
に
備
え
て
、
防
災
意
識
を
新
た
に

し
、
家
族
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
生
活

を
見
直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◦�

学
校
の
先
生
方
に
も
こ
の
お
話
を
聞
い
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。防
災
頭
巾
も
落
下
物

に
よ
っ
て
は
頭
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い

う
実
験
映
像
も
拝
見
し
ま
し
た
。地
震
発
生
時
、

生
徒
た
ち
が
自
身
の
安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
、
学
校
で
も
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

巨
大
地
震
で
は
、
食
料
云
々
の
前
に
、
揺
れ
た
時

の
身
の
安
全
の
確
保
が
第
一
、
と
の
事
で
し
た
。
～

～
～
い
ま
巨
大
地
震
が
起
き
た
ら
？
！
～
～
～�

自

宅
で
、
学
校
で
、
職
場
で
、
外
出
先
で
、
揺
れ
た
瞬
間

ど
う
行
動
し
た
ら
よ
り
安
全
か
、
大
人
も
子
供
も
、

一
人
ひ
と
り
が
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

●一年間を振り返って

大
切
に
し
た
い
こ
と

理
事　

玉
園　

篤
俊

（
平
塚
学
園
高
等
学
校
父
母
の
会
会
長
）

未
曾
有
の
災
害
で
考
え
た
こ
と

監
事　

腰
山　

浩
子

（
武
相
中
学
・
高
等
学
校
後
援
会
元
会
長
）

�
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◆
10
月
27
日
（
木
）

飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
よ
う
!!
県
民
大
会

（
腰
山
監
事
）

◆
11
月
10
日
（
木
）・
19
日
（
土
）

社
会
環
境
健
全
化
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
原
・
平
山
理
事
）

◆
12
月
２
日
（
金
）

私
学
振
興
全
国
大
会
（
日
比
谷
公
会
堂
）

（
理
事
全
員
）

◆
１
月
16
日
（
月
）

神
奈
川
青
少
年
社
会
環
境
健
全
化
推
進
会
議　

第
１
回
企
画
員
会
（
平
山
理
事
）

◆
１
月
31
日
（
火
）

神
奈
川
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
総
会

（
腰
山
監
事
）

◆
２
月
２
日
（
木
）

禁
煙
・
分
煙
活
動
を
推
進
す
る
神
奈
川
会
会
議
）

（
山
岸
理
事
）

◆
２
月
３
日
（
金
）

神
奈
川
県
交
通
安
全
教
育
推
進
会
議

（
金
子
理
事
）

◆
２
月
21
日
（
火
）

第
２
回
い
じ
め
・
暴
力
行
為
問
題
対
策
協
議
会

（
市
川
会
長　

佐
藤
・
玉
園
副
会
長　

深
沼
理
事
）

◆
３
月
９
日
（
金
）

第
３
回
い
じ
め
・
暴
力
行
為
問
題
対
策
協
議
会

（
市
川
会
長　

佐
藤
・
玉
園
副
会
長　

深
沼
理
事
）

◆
５
月
15
日
（
火
）

平
成
23
年
度　

会
計
監
査　

最
終
理
事
会

◆
５
月
25
日
（
金
）

平
成
24
年
度　

総
会　

特
別
演
奏
会

◆
７
月
16
日
（
月
）

２
０
１
２
神
奈
川
全
私
学
（
中
・
高
）
展

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
・
Ｄ

神奈川県私立中学高等学校案内　ホームページ　　http://www.phsk.or.jp　　●内容　学校情報・入試情報・英文情報

自転車が歩道を通るとき

事故をおこすとこんな責任も…

自転車運転中の携帯電話、
イヤホン等の使用が禁止
されます !!

イヤホン等…
注意力を欠いた
り、周りの音や
声が聞こえず、
安全運転に支障
をきたすおそれ
があります。

5 万円以下の罰金

【事例】
高校生のＡ君は歩道を自転車で走ってい
たところ、信号待ちしていた歩行者Ｂさ
んに衝突、Ｂさんは転倒して重傷を負い
後遺症が残ってしまいました。

Ａ君は、Ｂさんに対し
て約 1,800 万円の賠償
金を支払うことが裁判
により決まりました。

自転車も乗れば車の仲間です。ルールを守り、安全に乗りましょう！

❶自転車は車道が原則
　歩道は例外※

※�「自転車及び歩行者専用」の標識がある
歩道は自転車で通行することができます。

自転車は次の場合は歩道を通ることがで
きます。

●「普通自転車の歩道通行可」
　の標識があるとき
● 13歳未満の幼児・児童
● 70歳以上の方
●身体の不自由な方
●�車道又は交通の状況に照らしてやむを
得ないと認められる場合

（H20.6.1 施行）

路面に　　　　　　とペイントされてい
るときはその部分を、指定されていない
ときは車道寄りを通行しましょう。

ポイント
歩行者の通行を妨げてはいけません。他人
を思いやる気持ちを持って乗りましょう。

神奈川県道路交通法施行細則
一部改正（平成 23年 5月 1日施行）

携帯電話等…
注意力を欠いた
り、ハンドル・
ブレーキ操作な
どの安定性を損
なうおそれがあ
ります。

❷車道は左側を通行

❸歩道は歩行者優先で
　　　　　　車道寄りを徐行

❹安全ルールを守る
■飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

■夜間はライトを点灯

■交差点での信号遵守・安全確認

❺子どもはヘルメットを着用

●�自 転 車 は
『（軽）車両』
です。車道
を通行しま
しょう。

●�車道の左側を通
行し、右後ろか
らくる車にも注
意しましょう。

●�歩道を通行す
るときは、歩
行者の通行を
妨げないよう
にしましょう。

●�子どもが自転車に乗
るときや、子どもを
補助いす等に同乗さ
せるときは、安全確
保のために保護者が
積極的にヘルメット
を着用させましょう。

●�交差点では必ず一
時停止をし、車両の
有無や動きをしっか
り確認しましょう。

●�ライトのほか、
自転車の側面
に反射材をつ
けましょう。

主
な
諸
行
事
出
席
状
況

私
学
保
連
諸
行
事
予
定

守ろうね！自転車に乗るときのルール
自転車安全利用五則

神奈川県警察

�
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